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⑤ 情 報 共 有 訓 練 に つ い て

１．目 的

中央防災会議で検討が進められている南海トラフの巨大地震を想定し、連絡会会員相互

の情報共有を図ることで、迅速かつ円滑な災害応急対策及び災害支援活動に資する。

＜ポイント＞

① 地震発生直後の初動段階を対象として実施。

② 連絡会で作成した別添｢情報共有リスト｣に基づき情報流通を確認。

③ この訓練を通して問題点を把握し、必要に応じて改善を図る。

２．日 時

平成24年３月15日(木) 午前10：00～午前11：00(予定)

３．情報ツール

① 電子メール又はファクシミリを使用。

② 各会員のメールアドレス等の連絡先は、別添｢災害発生時の情報共有リスト｣掲載の

ものを使用。

４．訓練想定・内容

(1)午前10時に訓練事務局から全会員に以下の情報を配信(訓練開始)

｢中国地方の防災に関する連絡会｣の訓練事務局です。只今から情報共有訓練を始め

ます。訓練想定及び訓練の内容(Ａ～Ｂ)は、下記のとおりです。

＜訓練想定＞

平成24年３月15日午前９時50分頃、南海トラフを震源とするマグニチュード9.0の

地震が発生しました。各地の震度及び予想される津波高は のとおりです。西日本別図

の太平洋沿岸には大津波警報が、瀬戸内海の沿岸には津波警報が発令されました。

＜訓練内容＞

Ａ．各会員は現時点での対応状況を訓練事務局に返信してください。

Ｂ．各会員は自らの災害応急対策(災害支援を含む)を実施するために必要な情報が

あれば、当該情報を保有している会員と相互に交信してください。

(2)上記のメールを受信した後の対応

cg-bousairen@cgr.mlit.go.Ａ．各会員は訓練事務局に対応状況を返信(事務局 専用：To

)。対応状況は、各会員の判断による。jp

<例1> Ｆ会員→訓練事務局 ○時○分に災害対策本部を設置し、非常体制を発令

<例2> Ｇ会員→訓練事務局 各方面から情報を収集中

<例3> Ｈ会員→訓練事務局 既に先遣隊を四国地方に派遣中

To:cg-bousairen@cgr.mlit.go.jp

From:Ｈ会員

Subject:【訓練】対応状況（Ｆ会員）
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Ｂ．各会員の間で相互に交信する。訓練結果を整理するため、訓練事務局にも交信

した情報をCc.で参考配付(事務局 専用： )する。Cc cg-bousairen1@cgr.mlit.go.jp

<例5> Ｘ会員→Ｙ会員 ○○道路の被害情報及び通行規制の状況

<例6> Ｙ会員→Ｘ会員 現在点検中。公表時期については○時頃を予定

<例7> Ｐ会員→Ｑ会員・Ｒ会員 ○○地域のライフラインの被害情報

<例8> Ｑ会員→Ｐ会員 ○○地域の○○については被害なし

<例9> Ｒ会員→Ｐ会員 ○○地域の○○については調査中。公表時期は未定

To:Ｙ会員

From:Ｘ会員

Subject:【訓練】○○道路被害状況について

cg-bousairen1@cgr.mlit.go.jpCc:

［留 意 点］

① 情報の交信に際しては、全て｢訓練｣であることを明示。

、 。② 必要な災害情報の収集 にあたっては ｢ ｣を参照先 各機関が提供できる災害情報

(3)午前11時に連絡会の訓練事務局から全会員に以下の情報を配信(訓練終了)

｢中国地方の防災に関する連絡会｣の訓練事務局です。情報共有訓練を終了します。

ご協力ありがとうございました。

本日の情報共有訓練を通して、問題点及び気付き事項などがありましたら、2 月22

日までに訓練事務局へ提出してください。

なお、本日の訓練結果については、訓練事務局でとりまとめを行い、後日、全会員

に資料を提供します。

５．連絡事項

訓練へのご参加の有無を、３月１２日(月)迄に連絡してください。

◇ 参加の有無の連絡先

cg-bousairen@cgr.mlit.go.jpE-mail

Fax ０８２－２２７－２６５１

なお、参加の有無をとりまとめた一覧表を３月１４日(水)迄に連絡担当者に送付い

たします。
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６．訓練事務局

(1)担 当 者

◇ 中国地方整備局 企画部 防災課長 元山 勉 (内線:3411)

Tel ０８２－２２１－９２３１(代表)

E-mail motoyama-t87bb@cgr.mlit.go.jp

◇ 中国運輸局 総務部 安全防災・危機管理調整官 前田 眞治(内線:4102)

Tel ０８２－２２８－３４３４(代表)

E-mail maeda-s59e2@cgt.mlit.go.jp

(2)訓練事務局への返信及び参考配付(Cc.)のアドレス等(訓練専用)

◇ 訓練事務局への返信用(訓練内容Ａで使用)

cg-bousairen@cgr.mlit.go.jpE-mail

Fax ０８２－２２７－２６５１

◇ 訓練事務局への参考配付用(Cc.)(訓練内容Ｂで使用) 異なりますので

E-mail ご注意下さい。cg-bousairen1@cgr.mlit.go.jp

Fax ０８２－２２７－２６５１



訓練 南海トラフで発生した巨大地震の震度分布



訓練 南海トラフで発生した巨大地震の津波予想高


